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ボール運動 
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研究主題 

三つの資質・能力の関係性を明確にし、 

運動や健康についての課題に主体的・協働的に取り組む児童の育成 

指導・助言 

唐澤 好彦 先生 

実証授業 

授業日 令和元年１０月２１日（月） 

場所  豊島区立清和小学校 

授業  ネット型「ソフトバレーボール」 

授業者 第５学年 上原 歩 主任教諭 
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１ 研究内容 

（１）研究の視点１ 

   「三つの資質・能力の体育科における具体的な学習状況」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）研究の視点２ 

   「三つの資質・能力の関係性を明らかにした上で、その学習過程の在り方」 

【三つの資質・能力の関係性を明確にした学習過程】 

 知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

 

児

童

の

学

び

の

姿 

 

 
○1 行い方の理解 

 
 
○2 素早く移動 

 
○3 ボールをつなぐ 

 
 ○4 相手コートへの返球 

 
 
□1 ルールの工夫 

 
□2 作戦を選ぶ 
□2 作戦を立てる 

 
 
 
 □3 伝え合い 

 
 

 

 

  

◇1 ルールやマナー 
◇2 勝敗を受け入れる 
◇3 分担された役割、 
安全の保持 

◇4 積極的な取組 
◇5認め合い、協力 

学びに向かう力、人間性等 

・集団対集団で競い合うための練習やゲームに積極的に取り組んでいる。 

・ルールやマナーを守り、仲間と助け合って練習やゲームをしている。 

・勝敗を受け入れ、ゲームの前後に挨拶と握手をしている。 

・仲間のよさを認め合い、みんながゲームの楽しさに触れることができるように言葉

を掛けたり、協力をしたりしている。 

・用具の準備や片付けで、分担された役割を果たしたり、用具の安全を保持したりす

ることに気を配っている。 

知識及び技能 

・ネット型の行い方を理解している。 

・自陣のコート（中央付近）から相手コートに

向け、サービスする。 

・ボールの方向に体を向けて、その方向に素早

く移動する 

・味方が受けやすいようにボールをつなぐ。 

・片手もしくは両手で相手コートにボールを打

ち返す。 

思考力、判断力、表現力等 

・みんながネット型の楽しさや喜びに触れるこ

とができるよう、プレイの制限、得点の仕方

などのルールを選んでいる。 

・チームの特徴に応じたボールのつなぎ方や効

果的な攻め方を選んでいる。 

・自己や仲間が行っていた連携プレイやボール

操作、役割について、動作や言葉、ICT 機器

などを使って他者に伝えている。 

勝っても負けても、勝敗を受け入れて、チーム

のために積極的に取り組んでいるね。 

一人一人のよさから、チームの特徴に合った作

戦を選んだり立てたりしているね。 

チームで連携して、相手コートにボールを

打ち返しているね。 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjui7mImNrjAhU6xosBHek4BdgQjRx6BAgBEAQ&url=/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwini5qHmNrjAhUTw4sBHX5PDWYQjRx6BAgBEAQ&url=https://www.irasutoya.com/2014/05/blog-post_9843.html&psig=AOvVaw0ZzwWIAF4WXr4hmyKGLr7h&ust=1564491740514134&psig=AOvVaw0ZzwWIAF4WXr4hmyKGLr7h&ust=1564491740514134
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（３） 研究の視点３ 「三つの資質・能力を育むための指導と評価」について 

指導と評価の手立てを「発問」「動画の活用」「学習カードのポートフォリオ」の３点とした。 

①「教師と児童との対話」 

・「振り返り」を活用した全体での対話 

児童に課題について児童同士で対話させたり、作戦を工夫させたりするためには、教師の意図的で計画的

な発問が欠かせない。単元や活動の目的に合わせて発問を考えた。児童がどのような課題をもっているのか

を把握し、児童とともに学習を作り上げていく。 

 ・教師と児童の対話（個） 

   学習に対してつまずきのある児童に対して、個別に発問したり価値付けたりすることで、児童の学習改善

を図る。 

②「動画の活用」 

教師の授業改善や児童の学習改善のためには、「学習内容を明確にすること」、「単元において目指す姿と現

実の児童の姿との差異を捉えること」が大切だと考える。動画の活用によって学習内容や課題の把握が容易に

なる。即時的にチームで動画を確認して課題を共通理解したり、教師が目的に合わせて児童の様子を動画に収

めて提示したりすることで、児童の学習を改善し課題の解決に向かわせたい。 

③「学習カードのポートフォリオ」 

学習中の児童の考えを教師がより深く理解するために、「学習カードのポートフォリオ」を活用する。個々の

考えを受け止めた上で、児童の学びの軌跡を見取っていくことで、児童一人一人に対する言葉かけや、全体へ

の「発問」を吟味することができ、授業計画の改善を図っていくことができると考えた。 

（４）学習を促す手立て等 

①表現力を高める ICT機器の利活用 

本部会が定める「ゲームや仲間に自ら関わる児童」の育成のために ICT 機器の利活用が必要であると考え

る。ICT 機器を利活用することで、話し手と聴き手の認識のズレを少なくし、「あのとき〇〇すればよかった

ね」という「あのとき」の共有が容易になる。児童は、自分がどのように動いていたのか、チームがどのよう

な動きをしているのかを動画を通して知り、課題を把握していく。映像を根拠に話すことで、児童一人一人が

振り返る時に話しやすくなる。そして、この活動の積み重ねにより、思考力、判断力、表現力等を高めること

ができると考える。 

②教材の工夫 

【教材】「スピードバレーボール（SV）」 

【教具】ボールの種類 

 本教材は、全児童が「相手チームの陣形が整う前に、ボール相手コートに弾き返す。」を共通課題にもち、学習
を進めていくものである。素早く返球する意識をもちながら、ボールキャッチ後どのようにアタックまでボール
をつないでいくかをチームで考えさせたい。そのために、使用する教具をボールの操作性が良い「スマイルボー
ル（１７０ｇ）」とした。 

スマイルボール ゴムボール ビニールボール 
 

 

 

 

 

160g・170g・210g・240g 150g・175g・180g・210g 30g・50g・100g 

・ボールの操作性がよい。 

・キャッチがしやすい。 

・ボールの落下速度が速い。 

・跳ね返りが強い。 

・ボールへの恐怖感が少ない。 

・キャッチが難しい。 

・ボールの落下速度が遅い。 

・ボールへの恐怖感が少ない。 

・ボールの操作性が悪い。 

＜はじめのルール＞  

 コート   バドミントンコート   ネットの高さ  １７０ｃｍ    ゲーム人数  ４人           

サーブ  相手チームが投げ入れる  

得  点  相手コートにボールが落ちたら１点   

※相手コートへの返球は「弾く」、それ以外は「キャッチ」して良い。 

触球回数 個 人：１度の攻撃でボールに触っていいのは、１人１回まで。 

     チーム：返球は３回以内（３段攻撃を意識したゲーム） 

 移 動  ボールを持って移動できない。 
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２ 学習指導案 

（１）単元名 ボール運動 ネット型 「ソフトバレーボール」 

 

（２）単元の目標 

・簡易化されたゲームの行い方を知るとともに、チームの連携プレイによる攻撃と守備によって、攻防を

することができるようにする。                        【知識及び技能】 

・運動に積極的に取り組み、ルールを守り助け合って運動をしたり、勝敗を受け入れたり、仲間の考えや

取組を認めたり、場や用具の安全に気を配ったりすることができるようにする。 

【学びに向かう力、人間性等】 

・ルールを工夫したり、自己やチームの特徴に応じた作戦を選んだりするとともに、自己や仲間の考えた

ことを他者に伝えることができるようにする。           【思考力、判断力、表現力等】 

 

（３）単元の評価規準 

 

（４）運動の特性 

相手コートにボールを落としたり自陣コートにボールを落とさせないようにしたりしながら、得

点を競い合う攻防をすることが楽しい運動である。 

  

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

単
元
の
評
価
規
準 

ネット型では、その行い方を理

解するとともに、個人やチームに

よる攻撃と守備によって、簡易化

されたゲームができる。 

ルールを工夫したり、自己やチ

ームの特徴に応じた作戦を選ん

だりするとともに、自己や仲間の

考えたことを他者に伝えること

ができる。 

運動に積極的に取り組み、ルー

ルを守り助け合って運動したり、

勝敗を受け入れて仲間の考えや

取組を認めたり、場や用具の安全

に気を配ったりすることができ

る。 

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

①ネット型の行い方を知ってい

る。 

②ボールの方向に体を向けて、そ

の方向に素早く移動している。 

③味方が受けやすいようにボー

ルをつないでいる。 

④片手もしくは両手で相手コー

トにボールを打ち返している。 

□1 みんながネット型の楽しさや

喜びに触れることができるよ

う、プレイの制限、得点の仕方

などのルールを選んでいる。 

□2 チームの特徴に応じたボール

のつなぎ方や効果的な攻め方

を選んだり考えたりしている。 

□3 自己や仲間が行っていた連携

プレイやボール操作、役割につ

いて、動作や言葉、ICT 機器な

どを使って他者に伝えている。 

◇1 ルールやマナーを守り、仲間と

助け合って練習やゲームをし

ようとしている。 

◇2 ゲームの勝敗を受け入れ、ゲー

ムの前後に挨拶と握手をして

いる。 

◇3 用具の準備や片付けで分担さ

れた役割を果たそうとしたり、

場の安全に気を配ろうとした

りしている。 

◇4 練習やゲームに積極的に取り

組もうとしている。 

◇5 仲間のよさを認め合い、みんな

がゲームの楽しさに触れるこ

とができるように言葉をかけ

たり、協力をしたりしている。 
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（５）学習過程（第５学年：ネット型ソフトバレーボール） 

段階 知る  高める 

時 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

形式 試しのゲーム 総当たり戦 対抗戦 

学
習
活
動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）単元の指導と評価の計画  

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

知技 ①  ②③④   

思判表 □1   □2 □3  

態度 ◇1 ◇2 ◇3   ◇4 ◇5  

教
師
の
支
援 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

今持っている力でゲームを楽しむ 

ゲームを楽しみながら、チームの特徴

を知り、「チームの課題を見付ける」。 

チームの特徴に応じた作戦を選びゲームを楽しむ 

工夫されたゲームを楽しみ、チームの特徴に応

じた作戦を選び、「チームの課題を解決する」。 

知る段階（１～３時） 

 

高める段階（４～６時） 

 

「現在（いま）」のチームの課題を知り、課題解決の
必要感が生まれ主体的な学びになる。 

振り返り① 

一人一人が楽しめ
るようなルールを
考え、課題に向けて
対話的な学びを促
す。 

ゲーム② 

振り返り①で話し合ったことを実行したり、新たな
課題を見付けたりして、一人一人が選んだ作戦を成
功させるために貢献できるようしていく。 

振り返り② 

チームで振り返り、チーム
の特徴に合った作戦を選び
練習をすることで、対話的
な学びが深まる。 

全体で考えたルールや作戦について振り返り、課題
が解決できたか話し合う。また、次時に向けて新た
な課題を把握する。 

ゲーム① ゲーム① 

振り返り① 

練習 

ゲーム② 

振り返り② 

友達とのよい

かかわり合い

を広めてい

く。 

みんなが楽し

めるようなル

ールを話し合

っていく。 

個人やチームのよさを考えさせ、そ

れを生かすことのできる作戦を選ぶ

よう、言葉かけをする。合っていな

い作戦を選んでいるチームを支援す

る。 

連携プレイを

価値付け、広

めていく。 

チームに合っ

た作戦を選び

直したり、新

たな作戦を試

したりするこ

とを促す。 
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（７）一単位時間の流れ（本時案） 

①ねらい 

②展開（６時間扱いの３時間目） 

 

知識及び技能 味方が受けやすいようにボールをつなぐことができる。 

思考力、判断力、表現力等 
自己や仲間が行っていた動き方やボール操作、位置取りについて、動作や言葉な

どを使って他者に伝えることができる。 

学びに向かう力、人間性等 
仲間のよさを認め合い、みんながゲームの楽しさに触れることができるように

言葉を掛けたり、協力をしたりしている。 

学習活動・内容 ・留意点 ☆評価 

○学習内容の確認 

・本時の学習内容を知り、見通しをもつ。 

 

 

○準備運動 

 

○ゲームにつながる運動 

 ・ボールキャッチ 

 ・バウンドキャッチ 

 ・はじく運動     

○ゲーム①に取り組む。 

 ・相手チームとネットを挟んでボールを落と

さないようにする。 

 

〇振り返り①（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ゲーム②に取り組む。 

・ネットを挟んで相手コートに素早くボールを 

落とすようにする。 

○振り返り②（チーム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇整理運動 

○学習のまとめ（チーム・全体） 

 

・前時の学習を振り返らせる。 

・掲示資料を基に学習内容の見通しをもたせる。 

 

 

・音楽に合わせて、体の各部位をほぐすように言葉かけをす

る。 

・声をかけたり足を動かしたりしながら取り組む。ボールの

正面に入ってキャッチしたり、味方が捕りやすいボールを

送球したりできるように指導する。 

 

・ゲーム内での動きを映像に撮り、ゲームの様子からボール

を自陣に落とさないためにはどうしたらよいのか考え、表

現させる。 

 

・ボールを落とすためには、ボールを持たないときの動き、

位置取りが大切であると理解できるようにする。 

 

 

 

 

・相手が捕りにくいボールを返球するためには、人がいない

ところに返せばよいことに気付かせる。 

 

☆味方が受けやすいようにボールをつなぐことができる。    

【知識及び技能】 （観察・動画） 

 

・相手チームの守備隊形が整う前に、素早く攻撃ができると

得点がとりやすいことに気付かせる。 

 

 

 

 

 ゲームを楽しみながらチームの課題を見付けよう。 

チームの一人一人の良さが見付かったかな？ 

私たちのチームは、素早く動ける友達が

多いね。 

攻撃がうまくいったときは、どんなときかな？ 

守備から攻撃までを素早くできるよう

にしよう！ 

なるべく素早く相手コートに返すと得点が取りや

すいんだ。 

 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjEuur2vv3UAhUBQpQKHZh7CigQjRwIBw&url=http://www.irasutoya.com/2014/05/blog-post_9843.html&psig=AFQjCNERZepjWieLhH9SZHV_bSnwVO8P7g&ust=1499734065011928
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjEuur2vv3UAhUBQpQKHZh7CigQjRwIBw&url=http://www.irasutoya.com/2014/05/blog-post_9843.html&psig=AFQjCNERZepjWieLhH9SZHV_bSnwVO8P7g&ust=1499734065011928
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（８）資料 

○ICT機器の利活用  

ゲーム中に教師や児童が ICT 機器を活用して撮った動画を振り返りの場面で見ることで、児童は学習内容や

課題の把握が容易になる。児童が課題を共通理解したり、教師が目的に合わせて児童の様子を動画に収めて提示

したりすることで、児童の学習を改善し課題の解決に向かわせたい。 

ICT 機器を利活用することで、振り返りの場面での話し手と聴き手の認識のズレを少なくし、「あのとき〇〇

すればよかったね」という「あのとき」の共有が容易になる。自分がどのように動いていたのか、チームがどの

ような動きをしているのかを動画を通して知り、チームや個人の課題を把握していく。映像を根拠に話すことで、

児童一人一人が振り返る時に話しやすくなる。そのために、チームの課題に対してどの角度で撮るといいかを教

師が児童に伝えて ICT 機器を活用していく。 

 

【ICT機器を活用した際に、どの角度で撮ると、何が見取ることができるのか、見やすいのか】 

場所 〇見取り・見やすさ 見え方 

横
方
向 

〇縦移動の動きが見やすい。 

〇コートのラインも撮れば、横の動きも把握で

きる。 

〇ネットまでの距離の近さの把握がしやすい。 

●自チームのみの撮影になってしまう。 

【チームの課題】 

ボールが落ちてしまう。 

 

 

 

縦
方
向 

〇横移動の動きが見やすい。 

〇相手も自チームも全体的に見やすい。 

●ネットまでの距離感が分かりにくい。 

【チームの課題】 

ボールをつなげることができない。 

 

 

 

 

 

 

 

ネ
ッ
ト
横 

〇ネットまでの距離の視点で見られる。 

●コート後方の動きは見えない。 

【チームの課題】 

相手コートに落とすことができない。 

 

 

※チームの課題によって単元計画のどの時間に活用するのかは異なる。単元初めの方では②の角度でチー

ムの動きを確認して、課題を把握してから他の角度で撮影をすることが課題把握のための活用として有

効であると考える。 
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